


































































廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２３年８月３１日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合/事務局会議
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「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月22日に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内
※新型コロナウイルス感染拡大の影響及び、
作業の安全性と確実性を高めるため、2023
年度後半目途の着手へ工程を見直し

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、
溶接型タンクで保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、降雨時の汚
染水発生量の増加も抑制傾向となり、汚染水発生量は、対策前の約540m3/日（2014年5
月）から約90m3/日（2022年度）まで低減しています。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2025年内には100m3/日以下に抑制する
計画です。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等
原子炉施設の

解体等

汚染水対策 ～３つの取組～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取組
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取組

• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めております。
• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理
が完了しました。

• ダストの影響確認を行いながら、滞留水の水位低下を図り、2023年3月に各建屋における目標
水位に到達し、1～3号機原子炉建屋について、「2022～2024年度に、原子炉建屋滞留水を
2020年末の半分程度に低減」を達成しました。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢等について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取組

• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策を実施しました。現在、防潮堤設置の工事を進めてい
ます。また、豪雨対策として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路
強化等を計画的に実施していきます。

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等
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多核種除去設備等処理水の処分について

ALPS処理水の海洋放出に当たっては、安全に関する基準等
を遵守し、人及び周辺環境、農林水産品の安全を確保してま
いります。また、風評影響を最大限抑制するべく、モニタリングの
さらなる強化や第三者による客観性・透明性の確保、IAEAに
よる安全性確認などに取り組むとともに、正確な情報を透明性
高く、継続的に発信してまいります。

※1 人及び環境への放射線の影響評価を含む
※2 少量の放出から慎重に開始
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＜中長期ロードマップにおけるマイルストーン＞

2021年4月13日
に「廃炉・汚染水・
処理水対策関係閣
僚等会議」より決定

2021年
12月21日

2022年
4月20日
より実施中

2022年
7月22日

2023年
6月26日
設置完了

2023年
8月24日



◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月安定的に推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく、 総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取組の状況
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2016/3/31
凍結開始

1568/1568
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2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用
カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535*1
（2014/12/22燃料取り出し完了）

＊1：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む4号機3号機
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ドーム屋根
燃料取扱機
クレーン

FHMガーダ

566/566
（2021/2/28燃料取り出し完了）

取り出し完了燃料（体）

安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

使用済燃料
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養生バッグ

注水

1号機 PCV水位低下に向けた作業の進捗状況

1号機原子炉格納容器（PCV）水位を低下させ
るため、既設の原子炉冷却材浄化系（CUW）配
管を活用した取水設備の設置を計画し、当該設備の
設計検討に当たり、圧力抑制室（S/C）内包水の
水質確認のためサンプリング作業を計画しています。
配管内の滞留ガス対策のため、CUW配管逆止弁
の弁蓋、上流側配管の2箇所の穿孔作業を実施し、
8月2日に作業が完了しました。また、8月9日より、
CUW配管内の水素濃度を可燃限界以下にするため
に窒素パージを開始しています。
今後、CUW逆止弁の開放を実施し、S/C内包水
のサンプリング及びS/C水位計の設置を実施する予定
です。

ALPS処理水の海洋放出の開始について「ALPS処理水の処分に関する基本方針の実行と
今後の取組」の取りまとめについて

8月22日に「廃炉・汚染水・処理水対策関係閣僚等会議
（第6回）」及び「ALPS処理水の処分に関する基本方針の
着実な実行に向けた関係閣僚等会議（第6回）」の合同会
議を開催し、「ALPS処理水の処分に関する基本方針の実行
と今後の取組について」を取りまとめました。
現時点で準備できる万全の安全確保、風評対策・なりわい
継続支援策を講じていることを確認し、今後、ALPS処理水の
処分に伴う風評影響やなりわい継続に対する不安に対処する
べく、政府として、ALPS処理水の処分が完了するまで全責任
を持って取り組むとし、東京電力に対し、原子力規制委員会が
認可した実施計画に基づき、速やかに海洋放出開始に向けた
準備を進めるように求めました。

2号機 燃料取り出しに向けた工事の進捗状況

建屋内では、オペフロ線量低減のため
除染作業を実施しており、8月10日より
オペフロ床面のはつり除染を実施中です。
建屋外では、原子炉建屋南側におい
て燃料取り出し用構台の鉄骨のうち、構
台部（全27ユニット）の組み立てが7月
13日に完了しました。オペフロレベルの床
面設置のため、8月23日よりコンクリート
打設を開始しました。残りの前室部の鉄
骨（全18ユニット）については、構外
ヤードにて地組作業を実施中です。

8月22日の関係閣僚等会議で政府のALPS処理水の海洋放
出開始に係る決定を受け、東京電力は、実施計画に基づき、8月
22日よりALPS処理水の放出開始に向けた準備を行い、ALPS処
理水が規制基準を満たすことを確認した上で、8月24日より海洋
放出を開始しました。
発電所の放水口付近では、放出開始後1ヶ月程度、モニタリン
グの頻度を週1回から毎日に強化し、海水や魚のトリチウム濃度の
モニタリングを実施していきます。東京電力は、8月24日以降、毎
日、海水試料の採取を行い、計画通りに放出できており、安全で
あることを確認しました。引き続き、海域モニタリングの結果について
は速やかに公表していきます。（環境省、福島県においても迅速
な分析・公表を実施。水産庁においては魚について迅速な分析・
公表を実施。）
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燃料デブリ取り出し工法評価小委員会の議論の
進捗状況

2号機 PCV内部調査・試験的取り出し
作業の準備状況

＜2号機原子炉建屋南側作業の様子＞
（撮影：2023年8月10日）

デブリの試験的取り出しに向けたX-6ペネ
（貫通部）ハッチ開放のため、全24本のハッ
チボルトの除去作業を実施中です。
8月25日時点でナットとの締結解除が完了
したボルト20本中13本の取り外しが完了しま
した。
また、除去作業中にボルトの固着を確認し、
電動ドリルによるボルトの切削等により、固着の
解除、ボルト除去作業を継続で実施中です。
残りのボルトとナットの締結を解除後、ボルト
を押し込んで取り外し、ハッチを開放する予定
です。

ハッチ

＜ボルト除去作業の様子＞

燃料デブリの取り出し規模の更なる拡大に向けて、
原子力損害賠償・廃炉等支援機構（NDF）の廃
炉等技術委員会の下に「燃料デブリ取り出し工法
評価小委員会」が設置され、2023年3月から工法
の専門的かつ集中的な検討・評価が行われていま
す。
8月28日の第7回福島第一廃炉国際フォーラムに
おいて、小委員会で議論が行われている各工法
（気中工法、冠水工法、充填固化工法）の概要
と利点・課題について、NDFから発表がありました。
引き続き、来春を目途に検討を深める予定です。

鉄骨ユニット



主な取組の配置図
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提供：日本スペースイメージング（株）2021.4.8撮影
Product(C)[2021] DigitalGlobe、 Inc.、 a Maxar company.
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1号機 PCV水位低下に向けた作業の進捗状況

2号機 燃料取り出しに向けた工事の進捗状況

ALPS処理水の海洋放出の開始について

「ALPS処理水の処分に関する基本方針の実行
と今後の取組」の取りまとめについて

2号機 PCV内部調査・試験的取り出し作業の
準備状況

燃料デブリ取り出し工法評価小委員会の議論の進捗状況



2023年8月31日

東京電力ホールディングス株式会社

福島第一原子力発電所
ALPS処理水の海洋放出開始について



⚫8月22日、「ALPS処理水の処分に関する基本方針の着実な実行に向けた関係閣僚等会
議（第6回）」が開催され、政府からALPS処理水の海洋放出の開始時期に係る判断が
示されるとともに、当社に対し、放出開始に向けた準備をするよう求めがなされました。

⚫当社は、福島第一原子力発電所の廃炉作業の実施主体として、このたびの政府の判断な
らびに要請を厳粛に受け止め、原子力規制委員会の認可を得た実施計画に基づき、最大
限の緊張感をもって、放出開始に向けた準備を速やかに進めてまいりました。

⚫ 廃炉の一環であるALPS処理水の海洋放出は、長期にわたる持続的な取組です。当社は、
この期間を通じ、「風評を生じさせない」との強い覚悟をもって、「設備運用の安全・品質の確
保」、「迅速なモニタリングや正確で分かりやすい情報発信」、「IAEAレビュー等を通じた透明
性の確保」、「風評対策」ならびに「損害発生時の適切な賠償」に、全力で取り組んでまいり
ます。

⚫ 加えて、地元をはじめとした皆さまが、この先もずっと安心して暮らし、生業を続けていくことが
できるよう、廃炉の現状や安全対策等の取組を丁寧にご説明させていただくとともに、皆さま
からのご懸念やご関心に真摯に向き合い、ご要請をしっかりと受け止め、応えていく取組を一
つひとつ重ねてまいります。

⚫なお、これらの取組を確実に進め、特に、海洋放出の始動段階における対応に遺漏がないよ
う、経営陣が現場情報を適時に把握し、全社横断的かつ総力を挙げて迅速な課題解決に
あたるための体制※を速やかに整え、対応に万全を期してまいります。

福島第一原子力発電所
ALPS処理水の海洋放出開始について

1

※体制強化
① 経営幹部による現場の把握の強化（副社長の現場駐在・監督、社長の現場確認）
② 発電所・風評対応・賠償等の関係部署を横断的に統括する社長直轄プロジェクトチームの立ち上げ
③ ALPS処理水の海洋放出に伴う影響に特化し、情報発信・風評対策・賠償対応に関し一元的に対応する専任体制を

構築し、担当役員を配置



福島第一原子力発電所
ALPS処理水の海洋放出開始について（第１段階）

2

⚫ALPS処理水初回放出の第１段階として、ALPS処理水が想定通り希釈できていることを確
認するために、8月22日から、ごく少量のALPS処理水（約1m3）を移送設備を用いて希
釈設備へ移送、海水（約1,200m3）で希釈し、放水立坑（上流水槽）に貯留しました。
その後、放水立坑（上流水槽）に貯留した水を採取しました。

＜上流水槽から初回採取の様子＞

＜第１段階キースイッチ操作風景＞



2023年8月24日

東京電力ホールディングス株式会社

福島第一廃炉推進カンパニー

分析値 43～63 （Bq/L） （1,500Bq/L未満の確認）

計算比較 計算値（53～210Bq/L)と同程度を確認　※3

分析値 検出限界値 検出限界値

（Bq/L) （Bq/L) （Bq/L)

H-3 2023/08/22 20:34 5.3E+01 ± 9.8E+00 5.9E+00 ± 1.0E+01 1.6E+01

・○.○E±○とは，○.○×10±○であることを意味する。

（例）3.1E+01は3.1×10１で31，3.1E+00は3.1×100で3.1，3.1E－01は3.1×10-1で0.31と読む。

※1　「不確かさ」とは分析データの精度を意味している。

　  　「不確かさ」は「拡張不確かさ：包含係数k=2」を用いて算出している。

※2　ALPS処理水の海洋放出に関する政府の基本方針に基づく，国立研究開発法人日本原子力研究開発機構　大熊分析･研究センターによる分析値

※3　分析値（53±9.8≒43～63）は，混合希釈の不確かさを考慮した計算値（53～210）に入っている。

4.8E+01

放水立坑（上流水槽）水の分析結果　

要約

核種 採取日時

分析結果

東京電力HD 日本原子力研究開発機構 ※2

不確かさ ※1 分析値 不確かさ ※1

（Bq/L) （Bq/L) （Bq/L)

放水立坑（上流水槽）水の分析結果（第１段階の分析結果）

• ８月22日に採取した、希釈したALPS処理水のトリチウム濃度を測定し、分析値が計算上
の濃度と同程度であること、分析値が1,500ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑を下回っていることを確認しました。

• また、日本原子力研究開発機構にも採取した水を分析いただき、分析値が1,500ﾍﾞｸﾚﾙ/
㍑を下回っていることを確認いただきました。

日本原子力研究開発機構にも採取した水を分析いただき、分析
値が1,500ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑を下回っていることを確認いただきました。

3

以下を確認しました。

① 分析値は1,500Bq/Lを下回っていること。
② 分析値（43Bq/L～63Bq/L）は、ALPS処理水

と海水を混合した際の不確かさを考慮した計算値
(53Bq/L～210Bq/L)に入っており、分析値と計
算値は同程度であること。



福島第一原子力発電所
ALPS処理水の海洋放出開始について（第２段階）

4

⚫第1段階で放水立坑（上流水槽）に貯留した水も含め、測定・確認用設備のタンクＢ群
のALPS処理水を連続的に移送・希釈し、海洋放出を8月24日13時3分から開始しました。

⚫また、放出期間中、適切にトリチウムの希釈が行われていることの確認を目的とし、海水配管
から試料採取を行いました。

＜海水配管ヘッダから初回採取の様子＞

＜当直員の運転操作風景（第２段階）＞



放水立坑（上流水槽）上流海水配管水の分析結果（第２段階の分析結果）

• ８月24日に採取した、希釈したALPS処理水のトリチウム濃度を測定し、分析値が計算上
の濃度と同程度であること、分析値が1,500ﾍﾞｸﾚﾙ/㍑を下回っていることを確認しました。

5

以下を確認しました。

① 分析値は1,500Bq/Lを下回っていること。
② 分析値（142Bq/L～178Bq/L）は、ALPS処理水

と海水を混合した際の不確かさを考慮した計算値
(104Bq/L～414Bq/L)に入っており、分析値と計算
値は同程度であること。

8/26以降公表の分析結果（放水立坑水および海水配管水）
https://www.tepco.co.jp/decommission/data/analysis/



6

各採取地点の分析値が、放出停止
判断レベル（700Bq/L）を下回っ
ており、調査レベル（350Bq/L）も
下回っていることを確認しました。

• 迅速に結果を得るため、検出限界値を10Bq/L程度に上げて、発電所から3km以内10地
点にて実施する海域モニタリングについて、8月24日、海水試料の採取を行い、その後、トリ
チウム濃度を測定してまいりました。その結果、分析値が放出停止判断レベル
（700Bq/L）および調査レベル（350Bq/L）以下であることを確認しました。

迅速に結果を得るための海域モニタリング（発電所から3km以内）の分析結果

 
 

＜試料採取地点 発電所から3km以内（放水口付近）＞



各機関の至近の迅速測定結果（令和5年8月28日現在）

7

■東京電力 詳しくはこちら（東京電力 トリチウムの迅速測定の分析結果）

【海水】
8月27日に福島第一原子力発電所から3km以内10地点にて採取した海水のトリチウム濃度の迅速な測
定を行った結果、すべての地点において、トリチウム濃度は検出下限値未満（6.1～6.8ベクレル/リットル未
満）であることを確認しました。

■環境省 詳しくはこちら（環境省ホームページ）

【海水】
8月25日朝に福島県沖の11測点にて採取した海水試料を分析（迅速測定）した結果、すべての測点に
おいて、海水のトリチウム濃度は検出下限値未満（7～8ベクレル/リットル未満）であり、人や環境への影響
がないことを確認しました。

■水産庁 詳しくはこちら（水産庁ホームページ）

【水産物】
8月27日朝にALPS処理水放出口の北側約4kmで採取されたヒラメ及び同放出口の南側約5kmで採取
されたヒラメのトリチウム迅速分析の結果、いずれの検体も放出前と同様に検出下限値未満（約8.6ベクレ
ル／kg 未満）であることを確認しました。

■福島県 詳しくはこちら（福島県ホームページ）

【海水】
8月25日に福島県沖の9測点にて採水した海水のトリチウム濃度は、迅速分析を実施した結果、すべての測
点で検出下限値未満（3.7～4.1ベクレル／リットル未満）であり、人や環境への影響がないことを確認しま
した。

処理水ポータルサイト お知らせ「各機関の迅速測定結果」
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/news/

https://www.tepco.co.jp/decommission/data/analysis/pdf_csv/2023/3q/seawater_rapid_measurement_230828-j.pdf
https://shorisui-monitoring.env.go.jp/
https://www.jfa.maff.go.jp/j/housyanou/kekka.html
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/moni-k.html
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/watertreatment/news/


福島第一原子力発電所
ALPS処理水の海洋放出開始について（IAEAによる立会い）

国際原子力機関（IAEA）職員によるALPS処理水の初期
の放出（第1段階）における初回採取への立会い
＜8/22上流水槽からの初回採取への立会いの様子＞

国際原子力機関(IAEA)職員によるALPS処理水の初期
の放出（第2段階）への立会い
＜8/24海水配管ヘッダからの初回採取への立会いの様子＞

8



福島第一原子力発電所
ALPS処理水の海洋放出開始について（放出実績）

9

⚫海洋放出を8月24日から開始し、計画通り進捗しております。

⚫引き続き緊張感を持って対応して参ります。
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2 0 2 3 年 9 月 6 日 
東 京 電 力 H D ( 株 ) 
柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 

委員からのご質問への回答 

＜本間 保 委員＞ 

前回の地域の会で、福島第一原発での処理水の放出に関連して、トリチウム以外の放射

性物質は規定濃度以下に薄められて放出するという回答でしたが、これに関連して、通

常運転時の原子力発電所について、以下の点についてご教示ください。 

Ｑ１．通常運転時の原子力発電所の廃液中（海に放出されている水）に、トリチウム以

外の放射性物質は含まれているのか？ 

Ｑ２．それが、０（ND）でないとすれば、それらの放射性核種は原子炉のどこで発生し、

どのような経路で排水中に放出されているのか？ 

Ａ． 

○ 原子力発電所の運転に伴い発生するトリチウム以外の放射性物質には、核分裂生成

物※1として生成される放射性ヨウ素（131I）や、放射化生成物※2として生成される放

射性コバルト（60Co）などがあります。これらの放射性物質は、プラント内で発生

する機器や床の排水、洗濯排水などの液体廃棄物中に、極めて微量ながら含まれる

可能性があります。 

○ 液体の廃棄物については、その種類に応じて分離収集したのち、処理装置を用いて、

ろ過、イオン交換、蒸留などの処理を行うことで放射性物質を除去し、保安規定に

定める放出基準※3を満たしていることを確認したうえで一部を海に放出しています。 

○ なお、至近の運転中（2011 年度）および停止中（2022 年度）の柏崎刈羽原子力発

電所における液体廃棄物中のトリチウム以外の放射性物質の放出量については、検

出下限値未満（ND）であることを確認しています。 

※1:燃料のウラン 235 が核分裂する際に生成されるもの。ペレット内に大部分が閉じ込められ

ており、また、ペレットについては燃料被覆管内に密封されているため、外に漏れ出るこ

とはほとんどないが、燃料被覆管に微小な穴などが生じると、核分裂生成物の一部が原子

炉の冷却水中に出ることもある。 

※2:配管等の錆などが原子炉内で放射化されたものであり、原子炉内の冷却水中に含まれる。 

※3:柏崎刈羽原子力発電所においては、放出する排水中の放射性物質濃度の 3ヶ月平均値が法

令に定める周辺管理区域外における水中の濃度限度を超えないこと、また、放出する排水

中の放射性物質（トリチウムを除く）の放出量が 2.5×1011Bq／年を、トリチウムの放出量

が 2.5×1013Bq／年を超えないことを定めている。 

以 上 


